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近年，有明海で粘質状浮遊物が春季，秋季に

出現し，刺網や底曳網等に付着して操業に大き

く支障を来たす漁業被害が発生している。1-4) こ

のような粘質状浮遊物の出現はヨーロッパの

アドリア海等でも報告されており，5) その原因

物質は，植物プランクトンである珪藻類が産生

する透明細胞外重合物質粒子 (Transparent 
exopolymer particles: TEP)であるとされている。6)

TEP は，主に酸性多糖類から構成されている

水環境中の粘性粒状物の総称であり，アルシア

ンブルー（Alcian Blue）により特異的に染色さ

れる。7) 海外の報告では，粘性のある TEP にプ

ランクトンやデトリタス等の懸濁粒子が粘着

することによって形成された大型の凝集物が

粘質状浮遊物であると考えられている。6)一方，

国内では瀬戸内海等で「ヌタ」と呼ばれる凝集

物の出現が報告されており，その構成生物や性

状から粘質状浮遊物と同様のものと推測され

ている。8,9)

有明海で出現する粘質状浮遊物の問題に対

応するため，独立行政法人水産総合研究センタ

ー西海区水産研究所および有明海沿海４県（長

崎県，佐賀県，福岡県，熊本県）は，原因生物

の特定と出現機構の解明を目的とした調査研

究を行ってきた。その結果，2007 年 9 月から

10 月にかけて有明海中央部において大型珪藻

Coscinodiscus granii のブルームによる粘質状浮

遊物の発生を目撃し，さらに室内培養試験にお

いて同種によるTEP産生と粘質状浮遊物によ

く似た凝集物の形成を確認している。10,11)

今回，五島灘と長崎県北部海域で粘質状浮遊

物が出現し，採取された網付着物および粘質状

浮遊物から，長崎県内において有明海以外の海

域としては初めて Coscinodiscus spp.等の珪藻類

と TEP の存在が確認されたので，その詳細につ

いて報告する。

材料および方法

網付着物および粘質状浮遊物は，佐世保市黒

島北西沖（平戸島志々伎方向）で 4 月 29 日に

採取された吾智網付着物，壱岐市郷ノ浦町郷ノ

浦港沖（200ｍ沖付近）で 5 月 1 日に採取され

た粘質状浮遊物，西海市崎戸町平島漁港内で 5
月 1 日に採取された刺網付着物および新上五島

町太田漁港内で 5 月 1 日に採取された粘質状浮

遊物を入手した。（図 1）
網付着物および粘質状浮遊物の顕微鏡観察

は，試料を含む海水をプランクトン計数板に展

開し，光学顕微鏡（Nicon ECLIPSE 80i）で試料

の形状および含まれる植物プランクトン等を

観察するとともに，デジタルカメラ（Nicon 
DIGITAL SIGHT DS-U2）で写真を撮影した。

網付着物および粘質状浮遊物中の TEP の有

無の確認は，深尾らの方法 10)により行った。す
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留水に懸濁した試料を光学顕微鏡（Nicon 
ECLIPSE 80i）で観察するとともに，デジタル

カメラ（Nicon DIGITAL SIGHT DS-U2）で写真

を撮影した。

結 果

網付着物および粘質状浮遊物の実物写真を

図 2 に示す。佐世保市黒島北西沖で採取された

吾智網付着物の形状は糸状，壱岐市郷ノ浦町郷

ノ浦港沖で採取された浮遊物，西海市崎戸町平

島漁港内で採取された刺網付着物および新上

五島町太田漁港内で採取された浮遊物の形状

はいずれも崩れ易い綿状であった。

入手した網付着物および粘質状浮遊物の光

学顕微鏡観察結果を図 3 に示す。佐世保市黒島

北西沖で採取された吾智網付着物中には，珪藻

類の Rhizosolenia spp.，Coscinodiscus spp.，
Nitzschia spp.，Navicula spp.および Chaetoceros
spp.等が含まれており，他にコペポーダやデト

リタスとみられるものを確認した。壱岐市郷ノ

浦町郷ノ浦港沖で採取された浮遊物，西海市崎

戸町平島漁港内で採取された刺網付着物およ

び新上五島町太田漁港内で採取された浮遊物

中には，やはり珪藻類の Coscinodiscus spp.，
Navicula spp.，Nitzschia spp.，および Rhizosolenia
spp.等.が含まれており，他にデトリタスや浮泥

状のものを確認した。

網付着物および粘質状浮遊物のアルシアン

ブルーによる染色結果を図 4 に示す。全ての試

料でアルシアンブルーにより染色される部分

を確認したことから，これらの網付着物および

粘質状浮遊物は TEP で構成されていることが

明らかになった。

考 察

今回，五島灘（新上五島町有川周辺および西

海市平島周辺）と長崎県北部海域（佐世保市黒

島北西沖および壱岐市郷ノ浦港沖）で採取され

た 網 付 着 物 お よ び 粘 質 状 浮 遊 物 が ，

Coscinodiscus spp.等の珪藻類，デトリタスおよ

び TEP で構成されていることが明らかになっ

たことから，同海域で出現した粘質状浮遊物は，

近年有明海で頻発している粘質状浮遊物と同

様に，植物プランクトンが産生する TEP にデト

リタス等懸濁粒子が粘着した凝集物と考えら

れる。前述のとおり，2007 年秋季に有明海で出

現した粘質状浮遊物について，大型珪藻

Coscinodiscus granii が原因種であると報告して

おり，10,11) 今回採取された網付着物および粘質

状浮遊物の顕微鏡観察結果でも，全てのサンプ

ル中に Coscinodiscus spp.が確認されたことから，

これらが粘質状浮遊物の原因種のひとつであ

ると考えられた。また，同報告によれば，粘質

状浮遊物が出現した海域では，Coscinodiscus 
granii を優占種とする珪藻類のブルームが広域

的に形成されていたと報告しているが，今回の

粘質状浮遊物出現海域周辺の漁業者等関係者

からの聞き取りによれば，出現海域周辺で海面

の着色は確認されていないことから，今回，五

図 1 試料採取場所（A:佐世保市黒島北西沖，

B:壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦港沖，C:西海市崎戸町

平島漁港内，D:新上五島町太田漁港内）

なわち，0.06％酢酸を含む 0.02％アルシアンブ

ルー（8GX，Sigma 社製）溶液に試料を浸漬し

5～6 秒放置した後，蒸留水で 3～4 回洗浄し余

分なアルシアンブルーを除去した。その後，蒸

れる。

また，同海域はいずれも対馬暖流分岐流の影

響を受ける海域であるため，外洋域で出現した

粘質状浮遊物が海流で運ばれてくる可能性や，

有明海で出現した粘質状浮遊物が海流で運ば

れてくる可能性も否定できないため，今後，粘

質状浮遊物の大量付着による漁具被害を防止

するためには，操業海域の粘質状浮遊物の出現

状況を注視するとともに有明海等他の周辺海

域の出現状況についても情報収集に努める必

要があると考える。
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れる。
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図 3 光学顕微鏡下における網付着物および粘質状浮遊物（A:佐世保市黒島北西沖，B:壱岐市郷

ノ浦町郷ノ浦港沖，C:西海市崎戸町平島漁港内，D:新上五島町太田漁港内，スケールバーは 50
μm）
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図 2 網付着物および粘質状浮遊物（A:佐世保市黒島北西沖，B:壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦港沖，C:
西海市崎戸町平島漁港内，D:新上五島町太田漁港内）
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図 2 網付着物および粘質状浮遊物（A:佐世保市黒島北西沖，B:壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦港沖，C:
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図 4 網付着物および粘質状浮遊物のアルシアンブルーによる染色結果（A:佐世保市黒島北西

沖，B:壱岐市郷ノ浦町郷ノ浦港沖，C:西海市崎戸町平島漁港内，D:新上五島町太田漁港内，ス

ケールバーは 50μm）
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